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 日 時 平成２８年２月７日（日）午前６時３０分から 

 場 所 市役所前駐車場 

 

 

 

 定期総会開催について 

     平成２８年度  定期総会 ３月６日（日）予定 

 

夜
明
け
早
々
の
若
干
の
降
雪
に
シ
ュ

ー
ズ
を
濡
ら
し
つ
つ
、
広
報
兼
救
護
車
が

チ
ラ
ツ
ク
中
、
交
差
点
に
立
つ
担
当
者
の

旗
の
指
図
の
下
、
無
事
毛
越
寺
前
に
歓
声

の
中
ゴ
ー
ル
。 

 

１１
時
半
迄
に
は
、
最
終
走
者
役
が
ゴ

ー
ル
イ
ン
で
無
事
走
行
終
了
。
一
風
呂
浴

び
、
ご
来
賓
の
平
泉
町
長
さ
ん
を
お
迎
え

し
た
所
で
、
正
午
新
年
会
は
開
幕
へ
。 

 

会
長
挨
拶
の
後
、
７
万
キ
ロ
５
万
キ
ロ

走
破
達
成
者
の
菅
原
佐
藤
両
副
会
長
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
、
人
生
の
一
大
金
治
塔
の

称
賛
と
豪
華
な
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
宴

会
の
中
で
は
、
お
二
人
の
大
記
録
達
成
に

至
る
経
過
や
思
い
出
が
流
暢
に
語
ら
れ
、

会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
胸
中
に
暫
し

思
い
を
は
せ
る
一
時
も
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

菅
原
楯
夫 

記 

 
 

２０１６年 １月例走会  

 １月例走会は正月休みの３日開催するも、元旦マラソン

直後の例会とあってか参加者が少なかったです。 

                          

              

   

スタートを前に参加者集合写真 

参加者受付 

午前１０時元気よくスタート 

  新年おめでとうございますと乾杯 

無事ゴールしました 

開会挨拶の佐藤副会長 

例走会参加者 

 

 

 

 

 また、第２の故郷に行って来ました。１２月１３日第４３回ホノルルマラソンを走ってきました２４回目の

参加です。行きの成田エキスプレス人身事故で１時間４０分遅れは冷や汗もの、ＡＮＡのツアーで９泊１０日

の日程でした。昨年より旅費５万円アップには閉口、それにひどい円安、良かったのはレース前のカ―ボロー

ディングの夕食があった事、燃油代が少し安くなった事、参加者３０７５３人日本人１２５３２人、当日は快

晴・無風・暑い・で給水所では袋に入った氷をあさって走りました。１０キロが７０分、３０キロが４時間１

０分だったので設定の６時間は楽勝と思ったが４０キロ地点で顔を上げて見た光景にびっくり、９割方歩いて

いるではないか。９月初めに坐骨神経痛で左足や臀部が痛み本当に辛かったが歩かないで走った。タイムは２ 

 

 

元旦マラソン終了と会

報５００号記念号発行

について報告しました。 

参加者 

小野寺卓司 須藤正男 

小嶋哲郎 浅沼善治 

会報５００号記念特集号用写真撮ります 

 ジャージを着用し参加して下さい 

市民向け情報誌［イデア」の取材もあります。 

 ２４回目となるホノルルマラソンを走ってきました  １２月１３日 

 

５０
名
余
が
新
年
の
門
出
を
飾
る 

 
 

記
録
的
な
暖
冬
の
中
で
迎
え
た
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
、
５０
名
余
の
参
加
を
得
て
、 

 

 

終
始
安
全
無
事
で
目
出
度
い
新
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

午
前
９
時
４０
分
、
予
定
通
り
出
発
式

典
を
開
始
し
、
佐
藤
会
長
の
挨
拶
等
の

後
、
１０
時
文
化
セ
ン
タ
ー
正
門
を
市
長

（
代
理
）
の
号
砲
を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
。 

 
 

 

 

２年間のワースト記録より２:０５:５８遅い６:３３:００（１２３９４／２１５４６）。スタート地点ではおにぎりを食べる私の隣に歌

手高石ともやが来た。縁石でウクレレでクリスマスソングなど４曲を歌う。彼のゼッケンは３９番（３９回目の参加）、２０キロ付近で

は高橋尚子とハイタッチ、４０キロの峠頂上では太鼓集団の演奏には元気を貰った。ゴールの時は岩手一関の大越さんとアナウンスさ

れびっくり感激。私の楽しみはレースを除けばビーチの日光浴と読書で、７０時間の日光浴と６冊の読書で楽しんできました。 

                                                     大越昭夫 記 

ＪＡＬホノルルマラソン 
ホームページより 

 

３
月
号
は
５
０
０
号 

 
 

記
念
特
集
号
と
し
て 

 
 

発
行
し
ま
す
。 

５
万
㌔
走
破
受
賞
表
彰

の
佐
藤
副
会
長 

７
万
㌔
走
破
受
賞
表
彰

の
菅
原
副
会
長 


